
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 27 年度から市内の小学校 5 年生と中学校 2 年生を対象に 
栃木市の特産品をどのくらい知っているか調べた結果です。 
令和 4 年度から、WEB でアンケートを実施しています。 

食に関するふるさと学習アンケート結果

栃木市マスコットキャラクター　 
とち介

令和８年 2月号 

栃木市教育委員会 

保健給食課

栃木市のホームページに 

食育だよりを掲載しています。 

是非、ご覧ください。

アンケート結果以外

の特産品も給食に使

用しているから、献立

表で探してみてね。

学校給食が好きですか 

　今年度は、学校給食が「好き」と回答した児童生徒が６４．４％に増加しました。

今年度は、栃木市の特産品で知っているものについて、いちご以外の特産品において、前年度の割合を下回って
いました。今後、栃木市の特産品について知ってもらえるような取組をすすめていく必要があることが分かりました。 

【Ｒ７年度】対象人数 2,２９２人（回収率：88.6％）



 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　株式会社アドバンスから、子どもたちがねぎ（甘ゆき物語）を食べることで、ねぎが苦手な子どもたちに
も、その美味しさを知り、ねぎを好きになってもらいたいとの思いから、2 月の学校給食に無償で提供してい
ただきました。市内の小中学校の学校給食で、焼き鳥風煮や高野豆腐と鶏肉の甘辛煮、汁物等で提供しま
す。 
　「ねぎを食べて元気に成長して欲しい」と、生産者の思いが詰まったねぎです。感謝していただきましょう。 
　

＜焼き鳥風煮＞ 

＜甘ゆき物語＞ 
11 月～3 月に作られていて、どんな調理
法にも合い、とろみと甘味が感じられるね
ぎです。

※焼き鳥風煮の写真は昨年度のものです 

給食が好きと答えた方にその理由を聞いたところ、「好きなものが出る」が一番多く、「好きな献立がある」が
2 番目に多い結果でした。家庭では出ないメニューが出たり、友だちと一緒に食べられて楽しい時間が過ごせる
のも給食の魅力ですね。 

給食が嫌いと答えた方にその理由を聞いたところ、「苦手な食べ物が出る」が一番多く、「苦手な献立がある」
が 2 番目に多い結果でした。好きな理由、嫌いな理由ともに給食の内容についてが上位を占めました。 

好きな献立がある 家ではあまり出な
いメニューがある

その他

苦手な献立がある 食べることが苦手 量が少ない


